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 令和2年4月10日に，国道41号富山市片掛地区で発生した，道路下法面の崩落により，国道が

通行止めとなった．本稿では，被災概要，崩落後の対応，交通への影響などについて報告する． 
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1.  法面崩落の概要 

 令和2年4月10日12時30分頃，富山県と岐阜県の県境近

く，富山市片掛地内において，工事関係者により国道41
号道路下法面の崩落が確認された（図-1，図-2）．｢道の

駅｣細入近くの神通川沿いの山沿いを走る当該箇所は，

雨量による事前通行規制（連続雨量120mm）を行う区間

となっており，そのため現在，神通川を渡河して再び現

道に戻ることで，法面危険箇所を回避するバイパス事業，

猪谷楡原道路の整備を進めている． 
橋梁下部工事のための法面対策を実施している現場で，

高さ40ｍ，幅20ｍの範囲において土砂が崩落した（写真

-1）．なお、当時の天候は小雨であった． 
幸いにも，道路の通行車両，工事関係者など，人的被

害はなかったものの，今後さらに崩落する危険などから，

車両がUターンできるよう回転スペースを考慮し，

2.7km区間を通行止めすることとした． 
 

 

 
図-1:広域位置図 

 

 

 
図-2:猪谷楡原道路 位置図 

 

 
写真-1:被災状況写真（令和2年4月10日対岸より） 

 
 

2.  応急対策の検討 

 道路下の法面崩落により，道路交通に支障を及ぼす路

面変状は確認されなかったが，法面補強のために現地に



設置している法枠の一部では，土砂が流出，中抜けして

おり，法枠のひび割れやアンカーの緊張力低下が懸念さ

れた（図-3）． 
 

 
図-3 崩落が発生した横断図 

 
また，安定しない法枠上での不安定土塊の撤去，土砂

流出防止のシート被覆やアンカー補強などの対策を実施

することは，危険であり，かつ困難であった． 
そこで，崩落直後に有識者と現地確認を行い，地盤変

状の進行の有無を把握するため，路面に伸縮計，ボーリ

ング孔に傾斜計とひずみ計を設置した（図-4）． 
 

 
図-4 計測機器の配置図 

 
さらに，計測機器により，変状を確認した場合や大雨

となった場合の管理体制の検討も行った． 
 
(1) 記者発表 
法面が崩落し，通行止めを実施当日に以下のとおり，

記者発表を行った． 

・崩落から1時間半後の通行止め開始時に第1報． 

・照明車や監視カメラ設置時に第2報． 
・崩落規模について判明した時点で第3報．（図-5） 

以上のように，崩落当日に三報の記者発表を迅速に

行うことで，何が起きているか，何をしているのか，と

いう初動の問い合わせに対応できたと考える． 

その後，崩落から5日目まで1日1回，計測機器の設置

状況の進捗状況等の記者発表を行った． 

 

 

図-5 記者発表 第３報 
 
(2) 路面及び地盤変状の計測機器設置 
路面の変状を観測する伸縮計3箇所は，崩落翌日に設

置が完了した． 

地盤の変状を確認する計測器を設置するため，ボー

リングにより計測孔の設置を行った．路面下2箇所で観

測するため，深さ20ｍ程度を2孔掘進する必要があった．

崩落から5日目に計測機器の設置が完了した． 

路面下2箇所で変状が確認されなかったため．崩落直

上の路肩付近にも追加で2箇所の地盤計測機器の設置を

行った（前述図-4のとおり）． 

 

(3) 並行する高速道路の無料措置 
通行止めが長くなれば地域間の物流に大きな影響を

与えることから，高速道路の無料措置の検討を北陸地方

整備局にて行っていた． 

崩落から4日目，複数の有識者に現地を確認いただい

た際に，応急対策については，通行止め期間が長期に及

ぶことが想定されたため，応急組立橋による対策を考え

ていることを報告した．その後，令和2年4月13日17時～

北陸自動車道及び東海北陸自動車の無料措置を実施する

こととした（図-6）． 



 

図-6 高速道路無料措置の範囲 
 
(4) 対策検討委員会の設置 
崩落から6日後，法面崩落の要因の特定と復旧工法の

検討及び今後の法面災害を未然に防ぐための抜本対策に

ついて，中立性・公平性や地域の実情に配慮した客観的

な立場で助言を頂くことを目的として，国道41号片掛地

区法面崩落対策検討委員会を設置した． 

構成員は学識経験者及び国土技術政策総合研究所，

国立研究開発法人土木研究所で組織した． 

令和2年7月17日現在で4回の委員会を開催し，これま

でに，崩落要因，法面恒久対策の基本方針を議論した．

引き続き，猪谷楡原道路事業の橋梁計画の変更について

議論いただいている． 

また，コロナ禍の影響により，第1回を書面開催，第2

回委員会をテレビ会議方式にて開催している． 

 
(5) 応急組立橋などによる応急復旧 
幹線道路である国道41号を長期に渡って通行止めにす

ることは，新型コロナウィルスによる緊急事態宣言によ

り外出自粛中だったとはいえ，物流などへの影響が大き

く，早期の交通開放を目指していた． 
路面や地盤の変状計測機器の設置が終わり，変状が確

認されなかった場合，片側交互通行による交通開放も考

えられた． 
しかし，これから梅雨や台風シーズンを迎えることや，

崩落要因の把握，法面の恒久対策については，委員会で

検討し，長期に及ぶことが想定されたことから，国土交

通省が所有する応急組立橋により，崩落が拡大しても崩

落箇所を跨いで設置し，通行を確保していくこととした． 
応急組立橋の設計・施工については，建設コンサル

タンツ協会及び建設業協会との災害協定に基づき，受注

者を決定した． 

応急組立橋の設計にあたっては，基礎部分4箇所で地

質調査をジャストポイントで実施し，正確な橋梁基礎設

計を行えるよう考慮した．また，崩落箇所を跨ぐよう橋

長50ｍ，幅員7.5ｍとし，前後区間と同じ2車線を確保し

た設計を行った． 
崩落箇所はカーブ区間であったため，直橋の応急組

立橋では曲線半径が小さくなり，国道の上に橋を設置す

るため，路面高さが2ｍ程度高くなることから前後区間

の盛土による擦り付けが発生した（図-6，図-7）． 

 

 

図-6 応急組立橋の平面図と縦断図 

 

 

図-7 応急組立橋断面図 

 

また，崩落法面については，土砂の流出を防ぐため

繊維入りのモルタル吹付を実施した（写真-2）． 

このように，設計や地質調査，施工を進め，令和2年5

月27日15時に通行止めを解除し，交通を確保した（写真

-3）．幹線道路である国道41号の通行止め期間は48日間

であった（図-8）． 
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写真-2 応急組立橋による交通開放状況写真 

 

 
写真-3 モルタル吹付状況写真  

 

 
図-8 通行止め解除までの工程表 

 

3.  崩落要因 

 崩落の要因を把握するため，格子状に断面図を作成で

きるよう追加地質調査を行い，詳細な地質縦断図で地質

構造を把握することとした． 

既存の地質調査結果及び追加の6孔のボーリングによ

り17断面の地質断面図を作成した． 

また，これまで観測してきた，地盤変状，橋梁の施工

状況，雨量，降雪量など分析を行った（図-9）． 

 

 

図-9 降雨と地盤変動等の分析 

 

検討の結果，現地が複雑に構成する地質条件（図-10）
であったことに加え，複数回の大雨等の影響を受けたこ

と等，様々な要因が複合的に重なった結果，表層が崩落

に至ったと推定された（図-11）． 
 

4.  法面の恒久対策 

 法面の恒久対策は，深層の地盤変動抑えることと現道

の安定性の確保を目的とした鋼管抑止杭を設置し，法面

全体の安定性を確保することとした． 

また，表層のゆるみ進行を防止するため，法枠鉄筋挿

入工を実施することとした．法枠内は，モルタル吹付に

て降雨の浸透を防ぐと同時に，法面の排水についても検

討することとなった（図-12）． 

 

図-10 当初と追加調査後の地質縦断図 



また、大雨のたびに，点検基準値を超えた場合におい

て，巡回及び変状を確認する法面点検を実施している．

今年度は，集中豪雨も多く，雨が多い時には，崩落面の

拡大が進行している．対策については，早期に実施完了

できるように進めていきたい． 

 

 
図-11 崩落要因（三次元地質図） 

 

 

図-12 法面恒久対策 横断図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  橋梁計画の変更 

 猪谷楡原道路のバイパス事業の橋梁については，橋長

約360ｍ4径間PCラーメン箱桁橋により計画していた．

これまでに一部の橋台・橋脚・ケーソン基礎が完成して

いる（図-13）． 
橋梁計画については，以下の3案で検討している． 
案1： P3橋脚及びA2橋台を現在の位置で再構築する

（原設計）． 
案2： 崩落した法面箇所を避け、P3橋脚及びA2橋台を

見直す． 
案3： ：P3橋脚を廃止する． 

 今後，想定される橋脚・橋台位置で詳細調査を実施

し，崩落した法面であることを考慮して，安全性・確実

性が高い橋脚・橋台位置を検討することとしている． 
 

6.  地域経済への影響調査 

 国道41号の交通量としては，通行止め前の2020.4.7
（火）～4. 9（木）で，平均約4,000台/日となっており，

うち，大型車の交通量は，約1,500台/日である．並行す

る東海北陸道の交通量は，約3,800/日となっている．う

ち，大型車の交通量は，1,900台/日である． 
 また，国道41号が通行止めとなっていた期間，

2020.5.19（火）～5.21（木）の並行する東海北陸道の平

均交通量は約5,300台/日となっており，うち，大型車の

交通量は，3,400台/日であった． 
 コロナ禍の影響で，乗用車の交通量は減っているが，

物流をになっている大型車は無料措置された東海北陸自

動車道に迂回していることがわかる． 
 また，通行止め解除後の2020.6. 2（火）～6. 4（木）の

国道41号平均交通量は約4,000台/日となっており，うち，

大型車の交通量は，約1,300台/日であった．国道41号は

大型車が行き交う物流路線としての機能を回復し、大型

車交通が同程度に戻ったことがわかる（図-14，図-15）． 
また，消防のヒアリング結果から「飛騨市から富山市へ

の救急搬送の事象があり、東海北陸自動車道を経由した 
ため、搬送に時間を要した」との声があった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 他にも，伏木富山港～飛騨市神岡町を通行している車

両で「東海北陸道は危険物積載車両が通行できないため、

他の一般道の通行を余儀なくされ、運送距離と時間が大

幅に増加した」との声もあった． 
 

 
図-14 交通量観測箇所 平面図 

 
図-15 崩落前後の交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.  まとめ 

 これまで述べてきたとおり，応急組立橋による対策に

より国道41号の交通は確保することができた．しかし，

崩落した法面は，現時点でも応急対策を繰り返している

状態である．委員会で取りまとめて頂いた恒久対策の法

面対策について，早期に現場に着手し，対策を完了させ

たい． 
また、事象対応中に関して，事務所内に副所長を筆

頭に各課隔てなく人員を招集した「チーム片掛」を設置

し，一日でも早く交通を解放するために尽力した．各々

の分担を決めて，初期は1日2回，中盤以降は1日1回のミ

ーティングを行い，進捗状況を確認した．事象による影

響としては，コロナ禍の影響により24時間体制の施工人

員確保が出来なかったことや災害対応者は在宅勤務の対

象から除外するなどがあった． 

バイパスの橋梁計画見直しについて，引き続き詳細調

査を実施するとともに，崩落した法面であることを認識

したうえで，安全性・確実性が高い橋梁計画の見直しを

進めていきたい． 
 通行止め直後から，国道41号利用者などからの問い合

わせの電話がひっきりなしにあり，改めて国道41号の重

要性を再認識した．今後，更なる影響調査を行い，雨量

による事前通行規制区間を回避し，将来にわたって安全

で安心な交通が確保されるように引き続き事業を進めて

いきたい． 
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